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はじめに

の光源である レーザーの出力低下、強度雑音増加に対する解決策とし

て励起用光源であるファイバー結合 を 月中に交換する。交換用 は 本準備

してあり、これらは従来の と比べ出力特性、 等が異なるので新たに特性評価を行う

必要がある。公称値によると内２本 型番 が 度前後、そして残り２本 が

度前後で レーザーの吸収中心である に同調可能であり、 度近辺で同調可能な２台を

今回の交換に用い、高温同調の２本を予備とすることにした。交換予定の に関してはすでに

長野氏が特性評価を行っており 、今回は予備用の２本 についての測定を行った。高出力

は最初の 時間位の間で初期不良が起こる可能性が高いので交換前に予備 の測定の必要がある。

測定

今回は の 特性、発振スペクトル、拡がり角、について２本の それぞれについ

て測定を行った。新しい の拡がり角は従来の と異なるので、最適結合を実現するためには新しい

に最適化された 光の入射系を用いる必要がある。新たな入射系に関しては長野氏が設計済みである

が、大きな改変を避けたいとの要望により従来の入射系のままで 交換することになった。従来の入射系

を用いて新 を集光した場合最大励起条件から大きくずれないと見込まれた事がこの決定の要因の一つ

になっているが、この事を確認するために従来の入射系での新しい の集光特性の評価も行った。また

電流源に関しては、従来の電流源でも新しい を駆動出来ることが確認されたが、スイッチング電源で
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あること、内部加熱による電流遮断が起こること等の理由により 交換と併せて電流源交換も行う予定

である。今回の測定では新しい電流源 社製　 を用いて測定をおこなっている。

ただし レーザーでの使用時と同じ環境（２台の を直列に繋ぐ）での動作確認は今回行えなかった。

特性

新しい電流源を用いて注入電流 出力の測定を行った。（図１ 図２）最大注入電流 までの出力を

温度を 度、 度、 度にかえて 社のカロリーメータを用いて測定した。 駆動時では温度

度上昇あたり Ｗの出力減少がみられ 度では両 とも である。この計算では 温度 度程

度で公称値の に到達し、同温度比較でも　 　 　に比べて出力が低い。

発振スペクトル

の発振スペクトルを光スペクトラムアナライザーを用いて分解能 で測定した。 駆動時のス

ペクトルを図３、図４に示す。 は温度 度でようやく発振中心が の吸収中心である

に一致しているが、 は 度でも中心が であり少し短い。スペック表による動作温度限界
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が であることから は若干励起効率が落ちるであろう。また温度 度における発振スペクトル

を注入電流 時と 時で比較した（図５）。注入電流を下げることにより発振波長は下がり、 時

にほとんど吸収中心から外れている。以前の が低めの温度設定で より長めの波長を持っている

事と比較すると、 レーザーの発振閾値が高くなる事が予想される。また高温動作では寿命が短く

なることもこれら のマイナス要因であろう。

拡がり角

長野氏の方法と同様に 光をスクリーンに投影させ、スクリーン背後の散乱像を で取り込むこと

により測定した（図６、図７）。拡がり角、 はそれぞれ が 度 は

度、　 となり、スペックより小さい。

まとめ

今回測定した はスペック通り動作温度限界の 度付近で吸収同調可能である。しかし高温による短寿

命化、また 度においおては 出力しか得られない事より 交換には当初計画通り と
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図 発振スペクトル　電流依存性　

図 ビームの拡がり
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を用いるのがよいであろう。

最後の長野氏の測定結果とあわせて特性一覧を示す。

型番

最適温度

最大出力


